
 明石元二郎『顕彰碑』の建立   福岡県郷友連盟 

 

 郷土の偉人明石元二郎の世界史的偉業を後世に伝えるための『顕彰碑』建立事業へ 

 皆様のご支援とご協力をお願いします!! 

 

  ■建立趣旨 

  福岡県郷友連盟では、郷土の偉人を次代に継承する事業の一環として、有志の方々のご理

解とご協賛を得て令和３年度『陸軍大将・第七代台湾総督明石元二郎顕彰碑』建立事業を推

進いたします。私たちは郷土愛の萌芽は郷土史を学び、郷土が生んだ偉人の事績を理解する

ことに始まり、それは愛国心の涵養につながると確信するものであります。特に『明石元二

郎』は世界史に記録される偉大な業績を上げながら、生誕の地福岡でも忘れられた存在です。

私たちは、世界でそして友邦台湾で高く評価される『明石元二郎』を、誇るべき郷土福岡の

偉人、先達として後世に伝えるために顕彰碑を建立いたします。皆様のご支援とご協力をお

願いします！ 

   令和３年８月吉日 

         主催者代表・福岡県郷友連盟会長 吉田邦雄 

   

 ■明石元二郎の業績 

  明石元二郎は元治元年（１８６４年）黒田藩の大身武士助九郎貞則の次男として福岡市中

央区大名町に生まれました。しかし父貞則は、理由は不明ですが慶応 2年（１８６６年）切

腹、生家は没落します。それでも良妻賢母であった母にしっかりと良く育てられ、大名小で

は時の県令（今の県知事）に養子を請われるほど天真爛漫且つ秀才であったと伝えられてい

ます。卒業後陸軍幼年学校、同士官学校、陸大に学び、情報将校として参謀本部に勤務しま

す。 

明石元二郎の後世に伝えられるべき偉業とは主に下記の二点です。 

 一、日露戦争前夜の１９０１年から１９０４年にかけてスウェーデン・ストックホルム駐

在武官として全欧州で対露諜報・謀略活動を行い、レーニン等による露国内での革命運動を

活発化させて対日戦争継戦意欲を喪失させ、我国勝利に導きました。時のドイツ皇帝ウィル

ヘルム二世は、明石一人の戦果は２０万陸軍に匹敵すると評価しました。またこのことが後

のロシア革命を誘発し帝政ロシア崩壊の遠因となったことは学会の定説、世界史に残る業

績です。 

 二、１９１８年６月から翌年 10 月まで日本統治下にあった台湾の第七代総督として、台

湾近代化のための基幹インフラ整備事業を企画立案し、建設の端緒に付けたこと。即ち、台

湾電力の創設と水力発電事業の推進、華南平野の治水灌漑事業、縦貫鉄道の建設整備、東西

横断道路建設、諸銀行の設立、教育制度の確立、台湾軍の創設等々。それらは没後百年後の



今日まで台湾の民生と経済の発展に寄与しており、今日もなお台湾国民の感謝と尊崇を受

けています。これは我国と台湾の友好親善関係の礎として評価されるべき業績です。 

   

 昨年７月 30日にお亡くなりになった李登輝前台湾総統は、一昨年８月に弊連盟が主催挙

行した百年祭に際して『福岡で急逝された明石総督は「余は死して護国の鬼となり、台民の

鎮護足らざるべからず」との遺言を残し、台湾に埋葬されることを願ったと聞いております。

百年祭を契機に、明石総督の功績が改めて顕彰されることを願うとともに、日本と台湾の交

流が一層深まることを期待してやみません』との言葉を寄せられました。なお明石元二郎の

墓所は遺言通り台湾新北市三芝郷山中の福音山基督教墓苑に、記念碑は旧墓所跡地の台北

市内林森公園に置かれています。 

 

 ■主催：福岡県郷友連盟  

 ■共催：福岡台援隊 九州歴史観光戦略研究所 台湾研究会 

 ■共同代表発起人：元福岡県知事 麻生 渡 

      九州電力株式会社特別顧問   松尾 新吾 

      九州旅客鉄道株式会社相談役  石原 進 

      株式会社はせがわ相談役    長谷川 裕一 

 ■特別発起人 

      元駐日イスラエル全権大使  エリ・コーヘン 

      台湾安保協会副理事長  李 明 峻 

 ■発起人 九州国際大学学長・元文科副大臣  西川 京子 

      元航空自衛隊幕僚長・退役空将  田母神 俊雄 

      関家具株式会社代表取締役  関 文彦 

      株式会社裕生堂代表取締役会長  塚田 征二 

      福岡県偕行会会長  河野 一敏 

      株式会社ホリスコーポレーション  

代表取締役 堀 純生 

      企業リスク研究所所長  白木 大五郎 

 ■遺族代表  明石 元紹 （明石元二郎ご令孫） 

 

 《寄付金募集要項》 

 ■顕彰碑の概要 

 ・碑文：陸軍大将 第７代台湾総督 明石元二郎 顕彰碑    

※側碑に略歴、および寄付者氏名 

 ・揮毫者：日台友好親善象徴の揮毫者として相応しい人物を 選定中です 

 ・建立候補地：筥崎宮（福岡市東区箱崎 1丁目）  



 ■募金の目標金額：１０００万円（達成期日目標：令和４年 ３月） 

 ■募金金単位：（Ａコース）１００万円…1口（Ｂコース）  50万円…1口 （Ｃコー

ス）30万円…1口（Ｄコース）10万円 …1口（Ｅコース）５万円…1口（Ｆコース）１万

円…1口  ※建立後に発行予定の記念冊子に総ての募金者のご芳名を   掲載、Ｅコース以

上募金者のご芳名は側碑に刻みます。 

 ■納入方法：銀行口座振り込み又は集金 ※振込口座名称は  申込書に記述 

 

 ■本件に関する問合せ先 

運営事務局長：福岡県郷友連盟常任理事 永嶋直之 携帯０８０―５６０２―１５８６ま

たは ntwsasia@nifty.com 

福岡県郷友連盟:〒８１０―００４４ 福岡市中央区六本松 1 丁目 1 番２号 電話＆ＦＡＸ 

０９２―７６１―７０３２ 

 

  


